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院て　は　゜゛た　り出手　さぞう　｀　｀風状でしな　’　に　しは
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し
て
い
る
．
卜
が
い
る
し
、
そ
の
ｒ
辻
は
削
も
習
は
ず

に
義
務
校
‐
を
・
値
丈
し
て
し
ま
う
～
し
ふ
・
謡
し
ま
し

た
ら
、
委
に
公
の
先
‐
は
Ｉ
す
ぺ
て
の
ダ
但
に
教
育

を
受
け
る
権
利
は
有
る
の
で
私
共
で
は
学
校
に
行
け

‘
な
い
身
休
障
当
の
お
．
ト
さ
ん
や
自
閉
症
の
ｆ
俳
さ
ん
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達
に
家
庭
訪
問
そ
し
て
勉
強
さ
せ
て
い
ま
す
、
お
宅

の
お
じ
さ
ん
の
場
八
‥
も
こ
れ
に
該
１
し
ま
す
か
ら
早

速
斤
目
お
伺
い
し
ま
す
」
と
巾
さ
れ
て
午
后
に
は
削

院
の
方
に
訪
問
し
て
ド
さ
り
、
ト
洽
医
の
几
り
の
許

可
を
得
て
今
で
は
毎
週
1
1
1
回
、
一
川
‥
。
一
心
間
で
英
語

と
数
学
を
教
え
て
ド
さ
い
ま
す
、
本
人
も
人
変
よ
ろ

こ
ん
で
先
生
の
い
ら
っ
し
ゃ
る
日
を
待
ち
遠
し
く
思

っ
て
い
ま
す
、
身
体
の
誠
心
Ｌ
も
か
え
っ
て
良
い
程
で

す
。
私
も
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　

卵
や
市
に
よ
。
て
違
う
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
折
角

こ
の
様
な
良
い
制
度
が
有
り
ま
し
て
も
広
く
知
ら
れ

て
い
な
い
の
が
残
念
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
は
明
日
の
医
学
の
進
歩
を
信
じ
て
明
る

く
暖
く
子
供
を
見
守
っ
て
頑
張
っ
て
行
く
つ
も
り
で

す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鳥
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久

　

子

　

こ
の
度
は
大
変
お
世
話
に
な
り
有
難
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
今
迄
他
人
参
の
様
に
週
刊
誌
等
の
難
病
記
事

を
読
み
流
し
て
い
た
自
分
か
、
或
日
突
然
こ
の
様
な

病
気
（
皮
膚
筋
炎
）
に
倒
れ
る
と
は
夢
に
も
思
っ
て

お
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
一
時
は
心
の
落
着
を
な
く
し

一 一

の
円
り
と
気
‐
支
喘
息
の
長
力
力
こ
と
を
考
え
介
わ
せ

㈹
院
で
も
い
て
も
ぐ
っ
て
も
い
ら
れ
ぬ
気
持
で
一
則

も
い
く
家
に
帰
り
た
い
と
願
う
毎
目
で
し
た
。

　

は
か
ら
ず
も
人
院
恚
石
の
方
・
よ
り
膠
原
同
友
の
公

の
㈲
４
　
間
き
連
絡
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
早
速
資
料
や

親
切
な
お
電
話
を
い
た
だ
き
、
何
に
も
ま
し
て
心
の

支
え
と
な
り
臼
分
一
人
が
沁
し
ん
で
い
る
の
で
は
な

ぐ
人
笏
の
～
々
か
皆
剛
帳
。
て
戦
っ
て
い
ら
れ
る
こ

と
を
知
り
、
一
筋
の
光
明
を
得
た
よ
う
に
生
き
る
叩

み
を
行
つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
。

　

現
在
は
ま
だ
休
全
休
が
鉛
を
背
負
っ
て
い
る
様
に

屯
く
、
全
休
の
収
量
が
足
に
染
ま
っ
て
守
。
つ
て
い
る

事
が
出
来
な
く
毎
日
寝
て
過
し
て
お
り
ま
す
。
腹
部

や
胸
に
圧
迫
感
か
お
り
金
し
ぼ
り
に
あ
っ
て
い
る
よ

う
に
深
呼
吸
も
出
来
ず
、
少
し
食
べ
る
と
す
ぐ
満
腹

感
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
朝
方
は
手
足
の
杵
先
よ

り
こ
わ
ば
り
が
あ
り
握
る
感
じ
が
鈍
く
、
足
が
肌
く

歩
行
困
難
に
な
り
ま
す
。
現
在
プ
レ
ド
ニ
ン
五
叩
三

錠
服
用
、
食
慾
旺
盛
で
顔
は
丸
々
と
太
り
、
体
重
は

増
え
る
一
方
で
現
在
六
一
局
で
す
。
顔
色
も
よ
く
寝

て
い
る
の
か
つ
ら
い
位
で
す
。

　

家
の
ガ
を
考
え
る
と
じ
っ
と
し
て
い
ら
れ
ず
、
早

く
退
院
し
て
家
富
を
精
一
杯
や
り
た
い
、
今
迄
何
の

気
な
し
に
や
っ
て
い
た
働
く
こ
と
の
喜
び
を
寝
こ
ん

で
始
め
て
知
っ
た
次
第
で
す
。
た
だ
た
だ
身
休
か
丈

夫
で
あ
り
た
い
元
の
体
に
戻
り
た
い
と
切
に
願
う
ば

か
り
で
す
。
病
気
か
夢
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
何
度
思

つ
て
冶
球
に
専
念
し
て
お
り
ま
す
。

　

皆
様
の
中
に
仏
に
似
た
病
気
の
方

ら
足
丿
よ
い
お
智
恵
を
お
貸
し
ト
さ
い
。
お
皿
い
巾

し
Ｌ
げ
ま
す
。

　

皆
様
の
個
健
康
と
丈
部
の
個
発
展
を
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
。
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少
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少
少
少
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會
會

　
　

文

　
　

芸

傍
勅
命
少
少
會
多
少

　
　
　
　
　
　
　

東
京

　
　

糟
谷

　

す
え
子

指
あ
り
て
無
き
に
も
ひ
と
し
に
か
乃
を

　
　
　

は
げ
し
く
憎
み

　

哀
れ
と
撫
で
ぬ

　
　
　
　
　
　
　

（
朝
‐
新
聞
十
二
月
七
日

　
　
　
　
　
　
　

歌
壇
掲
載
）

　
　
　
　

呑

　
　
　
　
　
　
　

栃
木
県

　

高

　

出

　

恵

　

子

目
を
閉
じ

　

耳
を
す
ま
し
て
・
・
・

小
川
の
水
が
流
れ
る
音
か
し
て

は
ら
木
々
の
芽
が
か
た
い
か
ら
を
や
ぶ
っ
て

あ
く
び
を
し
て
い
る

や
わ
ら
か
な
春
風
さ
ん
が
春
を
告
げ

水
つ
い
た
私
の
胸
を
ノ
。
ク
し
て
ゆ
く

　

「
こ
ん
に
ち
は
春
で
す
よ

　

元
気
を
出
し
て
が
ん
ば
っ
て
」
と
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昭
和
五
卜
一
年
度
政
府
予
算
編
成
を
め
ぐ
っ
て
、

各
爆
病
団
体
は
活
溌
な
扇
願
、
陳
情
を
行
っ
て
い
ま

し
た
か
、
そ
の
最
終
統
一
杓
動
と
し
て
、
五
十
年
十

二
月
ニ
ー
四
日
障
害
年
金
を
す
ゝ
め
る
会
よ
り
呼
び

か
け
が
あ
り
ま
し
た
。
～
‐
膠
喰
病
友
の
会
よ
り
人

の
都
合
か
っ
か
す
参
加
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
の
で
、

二
十
四
、
二
＋
１
　
口
の
政
府
の
動
き
を
見
て
友
の
会

と
し
て
ニ
ト
五
日
汝
次
の
よ
う
な
昌
願
電
報
を
打
。
電

し
ま
し
た
。
御
了
承
下
さ
い
。
卜
二
月
二
十
‐
。
〈
日
に

は
各
人
臣
の
晏
弁
に
川
い
た
筈
で
す
。
電
文
を
ご
紹
介

介
し
ま
す
。

一
、
同
文
で
出
中
厚
生
人
臣
、
厚
生
政
務
次
官
、
林

　

部
弘
難
病
対
策
課
長
の
三
人
宛
で
す
。

　

″
お
願
い
″

　

私
達
膠
原
病
心
者
は
女
性
に
多
く
、
し
か
も
9
0
％

　

か
上
い
叫
の
た
め
厚
生
宵
ま
で
も
な
か
な
か
行
く
こ

　

と
が
出
来
ま
せ
ん
。
予
算
編
成
の
峙
期
は
私
達
に

　

と
っ
て
一
番
つ
ら
い
時
期
で
す
。
ど
う
か
、
私
達

　

も
家
庭
で
病
院
で
頑
張
り
ま
す
の
で
、
五
十
一
年

　

度
難
病
対
策
費
を
こ
れ
以
上
け
ず
ら
れ
る
Ｉ
の
な

　

い
よ
う
に
大
蔵
省
に
働
き
か
け
て
下
さ
い
ま
せ
。
よ
ろ
し

　

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
全
国
膠
原
病
友
の
会
。

二
、
人
市
人
蔵
人
臣
殿

　

瓦
ト
ー
年
度
厚
生
宵
要
求
の
難
病
対
策
費
を
仏
達

　

不
屈
に
多
い
膠
原
病
患
者
の
た
め
に
も
是
非
け
ず

一

ら
な
い
で
い
た
だ
き
度
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

令
国
膠
原
病
友
の
会

（
２
）

「
膠
原
病
医
療
相
談
特
集
」
録
音
テ
ー
プ

匈
頒
布
に
つ
い
て

ぐ
ぐ
／
？
一
メ
ー
・
！
‐

頒
布
希
望
の
方
は
左
記
ヘ
ハ
ガ
キ
で
お
申
し
込
み

　

下
さ
い
。

　

ド
申
込
先

　

（
〒
一
〇
四
）
東
京
都
中
央
区
京
橋
三
上
フ
ャ
ノ
メ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ビ
ル
内

　
　

保
健
同
人
事
業
団

　

菊
池

　

一

　

久

　

殿

　

口
頒
布
価
格
送
料
別
言
呂
円
（
後
払
い
）

二
、
塩
川
優
一
先
生
著
、
保
健
同
人
社
発
行
「
膠
原

　

病
の
は
な
し
」
定
価
九
八
〇
円
、
送
料
一
六
〇
円

　

（
後
払
い
）
購
入
希
望
の
方
は
友
の
会
本
部
へ
お

　
　

申
込
み
下
さ
い
。
代
金
は
本
に
は
さ
み
込
ま
れ

　
　

た
振
替
用
紙
で
御
送
金
下
さ
い
。

群
馬
県
支
部
発
足

　

一
雨
ご
と
に
春
ら
し
く
な
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

去
る
二
月
二
十
九
目
群
馬
県
支
部
も
や
っ
と
の
思
い

で
設
立
の
迎
び
と
な
り
ま
し
た
。

　

当
日
は
運
悪
く
朝
か
ら
巾
の
寒
い
一
目
に
な
っ
て

し
ま
い
、
会
員
の
皆
さ
ん
か
来
ら
れ
る
の
に
さ
ぞ
大

変
と
心
配
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
申
込
ま
れ
た
方
全

員
出
席
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。

　

中
に
は
目
の
ご
不
自
由
な
大
、
手
が
あ
ま
り
き
か

ぬ
人
、
足
が
悪
い
人
な
ど
と
さ
ま
ざ
ま
で
し
た
が
、

皆
さ
ん
と
て
も
張
切
っ
て
準
備
の
お
手
伝
い
を
し
て

下
さ
い
ま
し
た
。

　

そ
し
て
お
忙
し
い
時
間
を
さ
い
て
日
赤
の
中
沢
先

生
、
群
人
の
ア
レ
ル
ギ
ー
体
質
、
ゼ
ン
ソ
ク
患
者
の

研
究
を
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
先
生
が
御
出
席
下
さ
り

熱
心
に
親
切
に
一
人
一
人
の
相
談
に
の
っ
て
下
さ
い

ま
し
た
。
良
き
先
生
の
お
話
を
身
近
く
う
か
が
う
事

が
で
き
て
患
者
一
同
心
強
く
思
い
ま
し
た
。

　

群
馬
支
部
発
足
と
言
い
ま
し
て
も
予
算
や
ら
色
々

の
而
で
な
か
な
か
大
変
で
す
。
他
の
支
部
の
様
に
は

ま
い
り
ま
せ
ん
。
支
部
長
と
言
っ
て
も
名
ば
か
り
の

私
で
ご
ざ
い
ま
す
。
会
の
発
展
の
た
め
私
な
り
に
ガ

ン
バ
リ
ま
す
。

　

本
部
の
皆
々
様
、
会
員
の
皆
様
、
ど
う
ぞ
群
馬
支

部
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
巾
し
上
げ
ま
す
。

神
奈
川
支
部
、
東
京
支
部
よ
り
お
知
ら
せ

「
膠
原
病
医
療
相
談
特
集
」
録
盲
テ
ー
プ
を
き
く

　

会
を
開
催

次
の
様
に
テ
ー
プ
を
き
く
会
を
催
し
ま
す
。
支
部

４
－



Ｊ
‐
―

会
員
に
は
案
内
状
を
お
送
り
し
ま
す
か
、
支
部
以
外

の
会
員
も
自
由
に
御
参
加
・
Ｆ
さ
い
。

一
、
神
奈
川
支
部

　

ト
、
日
時

　

四
月
十
八
日
（
‐
）

　

口
、
会
場
県
立
鶴
見
労
働
福
祉
会
館

二
、
東
京
支
部

　

」
〔
、
‐
時

　

四
月
十
七
日
（
上
）
午
後
一
時
半
よ

　
　

り
午
後
四
時
ま
で

　

口
、
会
場
東
京
都
障
害
者
福
祉
会
館
二
階
和
室

　
　

港
区
芝
五
－
一
八
―
ニ

　
　
　

（
電
話
四
五
Ｉ
１
六
三
二
Ｉ
Ｉ
三
）

　
　

国
電
田
町
駅
よ
り
三
分
、
都
営
地
下
鉄
三
田
駅
前

運
営
委
員
会
記
録

　

昭
和
五
十
一
年
一
月
運
営
委
員
会
記
録

　

一
月
八
日
（
木
）
午
後
順
天
堂
大
学
五
号
館
三
階

小
会
議
室
に
、
佐
藤
会
艮
、
塩
地
副
会
長
、
寺
山
事

務
局
長
、
森
田
、
松
本
、
加
納
、
倉
田
、
富
田
各
運

営
委
員
、
金
井
監
事
出
席
、
順
天
堂
大
学
橋
本
先
生

の
御
参
加
を
得
て
運
営
委
員
会
を
行
な
っ
た
。

　

主
な
議
事
次
の
通
り
。

」
［
五
〇
・
一
二
・
二
〇
全
難
連
佐
藤
、
塩
地
出

　

席
報
告

　

各
難
病
団
体
要
求
事
項
の
統
て
在
宅
障
害
児
の

　

教
育
の
問
題
、
差
額
べ
。
卜
の
無
料
化
、
各
団
体

　

の
悩
み
の
話
し
合
い
、
厚
生
省
五
十
二
年
度
予
算

　

編
成
に
開
に
合
う
よ
う
要
求
す
る
、
等

口

　

五
づ
一
年
度
難
病
対
策
費
予
算
削
減
せ
ぬ
よ
う

　

厚
生
、
大
蔵
両
大
臣
に
請
願
電
報
を
十
二
月
二
十

　

五
日
発
送
し
た
こ
と
。
（
別
項
「
お
知
ら
せ
」
参
照
）

固
郵
便
料
金
の
身
障
者
団
体
特
例
と
し
石
膠
原
」
、

　
　

「
膠
・
原
特
集
号
」
の
郵
送
料
据
置
決
定
の
こ
と
。

　
　
　

（
別
項
参
照
）

叫
「
膠
原
病
医
療
相
談
特
集
」
録
音
テ
ー
ー
プ
（
保

　

健
同
人
事
業
団
編
集
制
作

　

四
十
九
年
十
月
第
三
回
総
会
の
葉
書
に
よ
る
医
療

　

相
談
を
基
と
し
、
順
天
堂
大
学
橋
本
先
生
と
保
健

　

同
人
事
業
団
菊
池
一
久
氏
と
の
一
問
一
答
形
式
の

　

録
音
テ
ー
プ
（
六
十
分
も
の
二
本
）
か
一
月
十
七

　

日
完
成
予
定
。
友
の
会
本
部
支
部
用
に
寄
贈
さ
れ
、

　

個
人
希
望
者
に
は
実
費
頒
布
の
予
定
。
（
別
項
お

　

知
ら
せ
参
照
）

㈲

　

「
膠
原
」
の
編
集
と
印
刷

　

編
集
と
印
刷
は
編
集
委
員
の
も
と
で
、
行
な
う
こ

　

と
。

㈹

　

「
膠
原
特
集
号
」

　

五
〇
年
八
月
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
会
員
の
希
望

　

意
見
、
医
療
相
談
を
ま
と
め
特
集
号
を
作
る
。

　

原
稿
作
成
三
月
末
を
目
標
と
す
る
。

㈲
埼
玉
、
東
京
、
神
奈
川
各
支
部
報
告

　
　

（
な
お
、
こ
の
会
費
制
で
後
茶
話
会
形
式
の
簡
単

　
　

な
新
年
懇
談
を
行
な
っ
た
。
）

　

昭
和
五
十
一
年
二
月
運
営
委
員
会
記
録

　

二
月
十
二
日
（
木
）
午
後
、
順
天
堂
大
学
五
号
館

小
会
議
室
に
、
佐
藤
会
長
、
塩
地
、
藤
間
両
副
会
長
、

寺
山
事
務
局
長
、
松
本
、
森
田
、
河
村
、
倉
田
、
富

田
各
委
員
出
席
、
運
営
委
員
会
を
行
な
っ
た
。

　

主
な
議
事
次
の
通
り
。

］
‥

　

「
膠
原
病
医
療
相
談
」
録
音
テ
ー
プ

　
　

ー
、
各
支
部
で
テ
ー
プ
を
聞
く
会
を
持
つ
こ
と
、

　
　

個
人
頒
布
希
望
の
向
き
は
保
健
同
人
事
業
団
菊

　
　

池
一
久
氏
個
人
に
ハ
ガ
キ
で
申
し
込
む
こ
と
。

　
　
　

（
別
項
お
知
ら
せ
参
照
）

　

二
、
本
部
迎
営
委
員
の
感
想
文
を
「
膠
原
」
二
十

　
　

六
号
に
発
表
す
る
こ
と
（
別
項
参
照
）

口
順
天
堂
大
学
塩
川
優
一
先
生
著
「
９
ぽ
病
の
は

　

な
し
」
は
二
月
末
保
健
同
人
社
よ
り
発
行
予
定
。

　

予
価
九
八
〇
円
、
送
料
二
ハ
○
円
。
購
入
希
望
者

　

に
は
本
部
で
取
継
ぐ
こ
と
。
（
別
項
お
知
ら
せ
参

　

照
）

白
全
難
連
総
会

　

来
る
四
月
四
日
（
日
）
午
後
一
時
－
四
時
、
東
京

　

都
千
代
田
区
霞
が
関
三
１
三
－
四
全
国
社
会
福
祉

　

協
議
会
館
七
階
、
各
団
体
よ
り
四
、
五
名
参
加
、

　

未
組
織
患
者
団
体
よ
り
の
参
加
を
求
め
る
か
、
小

　

規
模
の
も
の
と
な
る
予
定
。

四
全
国
膠
原
病
友
の
会
第
四
回
総
会

　

来
る
五
月
三
十
日
（
日
）
午
後
を
予
定
し
先
ず
会

　

場
確
保
に
努
力
す
る
。
議
題
は
‐
友
の
会
の
活
動

－
５



因聞
方
針
、
口
会
計
報
告
、
国
医
療
相
談
、
四
そ
の
他

と
し
後
日
詳
細
打
ち
合
せ
す
る
。

　

本
部
会
計
に
つ
き
打
ち
合
せ

　
　

「
膠
原
」
二
十
六
号
編
集
委
員
会
を
二
月
二
十

八
日
（
土
）
と
し
、
三
月
中
に
発
送
の
こ
と
。

㈲
埼
玉
、
東
京
、
神
奈
川
各
支
部
報
告

　

昭
和
五
十
一
年
三
月
運
営
委
員
会
記
録

　

三
月
十
二
日
（
木
）
午
後
、
順
天
堂
大
学
五
号
館

三
階
小
会
議
室
に
、
佐
藤
会
長
、
藤
間
副
会
長
、
寺

山
事
務
局
長
、
森
田
、
松
本
、
河
村
、
富
田
各
運
営

委
員
、
群
馬
支
部
（
設
立
準
備
中
）
の
丸
江
ま
さ
枝

さ
ん
の
八
名
出
席
に
順
天
堂
大
学
橋
本
先
生
も
加
わ

ら
れ
た
。

　

主
な
る
議
事

一
、
友
の
会
会
費
の
件

　

五
十
一
年
度
収
支
予
想
に
つ
き
］
‥
総
会
開
催
、

　

口
「
膠
原
」
年
六
回
発
行
、
固
「
膠
原
特
集
号
」

　

発
行
、
四
支
部
助
成
を
予
定
し
、
運
営
費
を
切
り

　

詰
め
て
会
費
は
現
状
据
置
の
結
論
と
な
っ
た
。

二
、
各
支
部
報
告

三
、
群
馬
支
部
発
足
―
別
項
参
照

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
富
田
記
）

塩
川
優
一
先
生
「
膠
原
病
の
は
な
し
」
読
後
感

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

富

　

田

　

保
蔵

　

塩
川
先
生
は
序
文
に
「
こ
の
本
か
少
し
で
も
不
幸

な
患
者
さ
ん
の
療
養
の
お
役
に
立
ち
、
ま
た
世
間
の

膠
原
病
の
知
識
を
広
め
る
一
助
に
な
れ
ば
幸
い
で
直

と
書
い
て
お
ら
れ
ま
す
。

　

私
は
こ
の
三
百
ペ
ー
ジ
の
本
を
一
語
ず
つ
か
み
し

め
な
が
ら
も
一
気
に
読
み
通
し
ま
し
た
。
時
に
は
感

激
し
、
時
に
は
涙
を
流
し
な
が
ら
。

　

私
か
今
迄
に
読
ん
だ
膠
原
病
に
関
す
る
書
籍
、
文

献
は
多
く
は
あ
り
ま
せ
ん
か
、
こ
れ
ほ
ど
親
切
に
明

快
に
私
達
患
者
の
訴
え
と
願
望
に
応
え
る
内
容
の
も

の
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
感
銘
し
た
も
の
の
中
の

一
・
二
を
あ
げ
ま
す
と
、
平
常
主
冶
医
か
ら
聞
か
さ

れ
る
検
査
結
果
や
専
門
語
の
意
味
と
そ
の
重
要
さ
に

つ
い
て
説
が
れ
て
い
る
こ
と
、
患
者
の
日
常
生
活
上

の
具
体
的
注
意
事
項
Ｉ
例
え
ば
私
達
は
ス
テ
ロ
イ
ド
の

副
作
用
ば
か
り
を
気
に
し
が
ち
で
す
か
、
服
用
継
続

中
の
注
意
と
し
て
、
抵
抗
力
か
弱
っ
て
い
る
か
ら
、

た
び
た
び
入
浴
し
て
肌
を
き
れ
い
に
せ
よ
、
傷
を
受

け
る
と
治
り
に
く
い
か
ら
け
か
を
せ
ぬ
よ
う
に
注
意

せ
よ
、
風
邪
に
か
か
り
易
い
か
ら
な
る
べ
く
外
出
を

避
け
人
込
み
に
入
る
な
な
ど
と
具
体
的
に
細
か
く
あ

げ
ら
れ
て
い
る
点
な
ど
１
本
当
に
有
難
い
と
思
い
ま

し
た
。
ま
た
膠
原
病
と
結
婚
に
つ
い
て
一
項
を
設
け

　

「
－
－
そ
の
よ
う
な
体
質
か
あ
る
か
ら
と
い
っ
て
結

婚
も
し
な
い
、
出
産
も
し
な
い
と
い
う
こ
と
は
誤
り

だ
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
」
と
結
ん
で
お
ら
れ
特

に
若
い
女
性
の
注
目
す
べ
含
項
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　

私
は
更
に
再
読
、
三
読
し
て
知
識
を
明
確
に
し
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
か
、
私
か
五
年
来
お
世
話
に

な
っ
て
い
る
主
冶
医
の
先
生
に
も
一
冊
差
上
げ
た
と

こ
ろ
大
変
喜
ん
で
下
さ
っ
た
こ
と
を
つ
け
加
え
ま
す
。

目
目
口
獄
川
」

　

一
、
会
費
納
入
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　

様
の
会
費
は

　

年

　

月
か
ら

　

未
納
に
な
っ
て
居
り
ま
す
の
で
至
急
御
送
金
下
さ

　

い
。
当
会
の
会
計
年
度
は
四
月
か
ら
翌
年
三
月
ま

　

で
と
な
っ
て
居
り
ま
す
。
会
費
は
一
年
分
二
千
四

　
　

百
円
で
す
。

］
、
送
金
に
つ
い
て

　

会
費
、
本
代
、
寄
附
金
等
の
御
送
金
は
必
ず
送
料

　

が
安
く
て
安
全
な
「
郵
便
振
替
」
番
号
８
－
一
一

　

六
〇
九
六
、
加
入
者
名
は
全
国
膠
原
病
友
の
会
を

　

利
用
し
て
下
さ
い
。
通
信
欄
に
何
の
代
金
で
あ
る

　

の
か
を
ご
記
入
下
さ
い
。
尚
友
の
会
か
ら
領
収
書

　

は
発
行
せ
ず
郵
便
局
の
受
領
書
を
も
っ
て
そ
れ
に

　

か
え
さ
せ
て
戴
き
ま
す
。

三
、
膠
原
に
の
せ
る
原
稿
を
事
務
局
に
お
よ
せ
下
さ
い
。

　

四
〇
〇
字
詰
原
稿
用
紙
二
枚
程
度
に
お
願
い
し
ま

　

す
。

Ｅ
、
膠
原
特
集
号
、
膠
原
病
手
帳
を
余
分
に
ご
入
用
の

　

方
は
一
部
二
〇
〇
円
で
お
分
け
し
ま
す
の
で
事
務

　

局
ま
で
お
申
し
込
み
下
さ
い
。
尚
代
金
は
五
十
円

　

切
手
で
お
送
り
下
さ
っ
て
も
結
構
で
す
。

　

目
岡
目
目
」
一

　

編
集
委
員
会
を
組
織
し
て
ヨ
チ
ョ
チ
歩
き
な
が
ら

委
員
同
志
勉
強
中
で
す
。

ご
意
見
、
お
気
付
き
の
点
を
ぜ
ひ
お
寄
せ
下
さ
い
。

６－



/へ
７

ｗ

ぺ

－
ジ
か
ら

ら
８

心

ペ
ー
ジ
は

会
員
名
簿
の
た
め
掲
載
し
て
お
り
ま
せ
ん



昭
和
五
十
一
年
二
月
二
十
五
日
第
三
種
郵
便
物
認
可
（
毎
月
三
回
一
の
日
発
行
）

昭
和
五
十
一
年
三
月
十
六
日
発
行
Ｓ
Ｓ
Ｋ
Ｏ

　

．
ｄ
通
巻
第
六
号

発

東身行
京体
都障
世害人
者
１
冰
定
期
刊
行
物
協
会

田
Ｌ
Ｌ
砧
八
－
ニ
に
１
　
一
－
三

　
　
　
　
　

定
価

　

八
〇
円

８－
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